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市民１人あたりにすると

　
税
収
１
億
円
が
実
現
し
て
お
ら
ず
行

政
運
営
効
率
化
で
３
億
円
削
減
の
成
果

が
な
い
。
ふ
る
さ
と
納
税
も
経
費
を
差

し
引
け
ば
目
標
に
達
せ
ず
、
そ
も
そ
も

こ
の
寄
附
金
を
予
算
に
計
上
す
る
こ
と

自
体
が
問
題
。
業
務
委
託
に
よ
る
窓
口

業
務
の
質
も
低
下
、
必
要
な
と
こ
ろ
に

正
規
職
員
を
配
置
す
べ
き
で
あ
り
、
給

食
費
無
償
化
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
な
ど
住
民
に
応
え
る
予
算

に
な
っ
て
い
な
い
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

全
国
植
樹
祭
、
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
な
ど
を

活
か
す
観
光
振
興
に
大
き
く
期
待
す

る
。
甲
賀
北
工
業
団
地
の
令
和
３
年
度

完
成
に
向
け
た
進
捗
が
図
ら
れ
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
環
境
整
備
推
進
、
骨
髄
移
植
ド

ナ
ー
制
度
拡
充
な
ど
未
来
の
甲
賀
市
に

つ
な
い
で
い
け
る
予
算
編
成
で
あ
り
、

事
業
計
画
の
確
実
な
遂
行
を
期
待
す

る
。

賛
成
多
数
で
可
決

反

対

討

論

賛

成

討

論

オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
へ
つ
な
ぐ
！

　
　
　
　
　
　
　ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
予
算

394.3億円集中審査
　
令
和
２
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額
３
９
４
億
３
千
万
円
。
対
前
年
度
38
億
５
千
万
円
の
減
、

率
に
し
て
８
・
９
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
３
月
12
〜
18
日
ま
で
の
５
日
間
の
予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
は
付
託
さ
れ
た
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ

い
て
、
各
所
管
別
に
主
要
事
業
を
中
心
に
審
査
を
行
い
、
討
論
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

し
ま
し
た
。
所
管
別
の
主
な
質
疑
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

合
併
特
例
債
事
業
が
一
段
落

43万5,013円
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

で
は
有
利
な
財
源
を
活
用
し
た
合
併

特
例
債
事
業
に
一
定
の
目
途
が
付
い

た
た
め
、前
年
度
比
で
大
幅
な
減
額
。

総
括
質
疑
で
は
新
た
に
導
入
さ
れ
る

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
伴
う
人

総
合
政
策
部
所
管

　

あ
い
コ
ム
こ
う
か
に
関
し
て
令
和
元
年
度

か
ら
引
き
続
き
旧
施
設
の
撤
去
補
助
費
や
経

営
健
全
化
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
経
営
健

全
化
に
つ
い
て
あ
い
コ
ム
こ
う
か
に
一
層
の

努
力
を
求
め
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
４
割
が
首
都
圏
か
ら
で

あ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
づ
く
り
は
首
都
圏
を
中

心
に
す
る
方
針
を
確
認
し
た
。

　

自
治
振
興
交
付
事
業
で
一
部
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
と
名
を
改
め
た
こ
と
に
指
摘
が
あ
っ

た
が
、
趣
旨
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
な
け
れ

ば
可
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
一
方
、
発
足
当

初
、
別
名
を
希
望
し
た
地
区
に
、
名
称
統
一

の
指
導
を
し
た
市
の
対
応
が
誤
り
と
認
め
執

行
部
よ
り
謝
罪
が
あ
っ
た
。

総
務
部
所
管

　

新
た
に
導
入
さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
つ
い
て
、
保
育
士
や
看
護
師
の

試
算
で
平
均
月
収
が
18
万
１
３
２
４
円
か

ら
18
万
７
９
１
５
円
に
３
・
63
％
増
、
ま

た
平
均
年
収
２
１
７
万
５
８
８
８
円
か
ら

２
５
７
万
２
５
６
２
円
に
18
・
23
％
増
と
な

る
こ
と
を
確
認
し
た
。

市
民
環
境
部
所
管

　

戸
籍
事
務
等
窓
口
業
務
委
託
に
つ
い
て
指

摘
が
集
中
。
窓
口
の
待
ち
時
間
短
縮
に
民
間

業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
目
的
で
委
託
し

た
が
、
実
際
は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
、
サ
ー

ビ
ス
低
下
に
な
っ
て
お
り
、
委
託
契
約
の
見

直
し
が
必
要
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に

対
し
、
執
行
部
よ
り
委
託
業
者
に
待
ち
時
間

件
費
の
変
動
、
昨
年
秋
の
消
費
税
増

税
に
伴
う
地
方
消
費
税
交
付
金
の
使

い
道
な
ど
に
質
疑
が
あ
っ
た
。



一般会計予算

に
な
っ
て
い
な
い
。

令和２年度
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解
消
の
具
体
的
な
対
策
を
再
度
強
く
指
示

し
た
と
答
弁
が
あ
っ
た
。

こ
ど
も
政
策
部
所
管

　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
予
算
が
令
和
元
年

度
に
不
執
行
と
な
っ
た
点
に
指
摘
が
あ
り
、

執
行
部
よ
り
事
業
に
向
け
た
最
終
調
整
が

出
来
な
か
っ
た
た
め
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

令
和
２
年
度
当
初
予
算
に
は
計
上
せ
ず
補

正
対
応
す
る
旨
答
弁
が
あ
っ
た
。

産
業
経
済
部
所
管

　

信
楽
伝
統
産
業
会
館
整
備
に
よ
る
旧
建

物
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
５
月
以
降
の

管
理
事
務
費
は
土
地
使
用
料
の
み
と
な
り
、

区
か
ら
の
提
案
も
ふ
ま
え
て
あ
り
方
を
考

え
た
い
旨
答
弁
が
あ
っ
た
。
他
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
の
減
額
、
甲
賀
市
の
観
光
、

有
害
鳥
獣
捕
獲
事
業
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
っ
た
。

建
設
部
所
管

　

甲
賀
北
工
業
団
地
の
４
区
画
中
２
区
画

に
つ
い
て
、
大
阪
市
北
区
の
高
圧
ガ
ス
工

業
㈱
及
び
此
花
区
の
㈱
八
百
重
と
契
約
。

　

甲
南
駅
周
辺
整
備
は
、
駅
舎
が
令
和
元

年
度
に
完
成
、
ア
ク
セ
ス
道
路
は
３
月
24

日
供
用
開
始
。
北
口
整
備
は
令
和
５
年
完

成
を
目
途
に
進
め
て
い
る
。

教
育
委
員
会
所
管

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
質
疑
が
集
中
。
令
和
５

年
度
ま
で
に
計
画
的
に
児
童
１
人
１
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
、
教
職
員
の
ス
キ
ル
向

上
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導
員
を
委
託
で
配
置

す
る
旨
を
確
認
し
た
。

令和 2 年度 増　　　　減（前年比）

総　　　額 1 人当たり 増　　　減 1 人当たり

民 生 費 139 億 2,833 万 8 千円 15 万 3,665 円 － 2 億 4,348 万 7 千円 － 2,131円

教 育 費 42 億 8,601万 7 千円 4 万 7,286 円 － 31億 9,905 万 8 千円 － 3 万 5,000 円

衛 生 費 34 億 3,715 万 2 千円 3 万 7,920 円 － 6,541万 7 千円 － 585 円

総 務 費 53 億 6,126 万 1千円 5 万 9,148 円 ＋ 4 億 8,694 万 0 千円 ＋ 5,563 円

土 木 費 41億 6,160 万 3 千円 4 万 5,913 円 － 6 億 7,732 万 8 千円 － 7,283 円

農林水産業費 15 億 9,868 万 2 千円 1万 7,638 円 ＋ 9,258 万 9 千円 ＋ 1,080 円

消 防 費 15 億 8,400 万 4 千円 1万 7,476 円 ＋ 4,503 万 6 千円 +557 円

商 工 費 5 億 2,210 万円 5,760 円 － 5 億 0,956 万 3 千円 － 5,581円

労 働 費 1億 5,316 万 7 千円 1,690 円 － 2,334 万 3 千円 － 251円

議 会 費 2 億 5,555 万 5 千円 2,819 円 － 423 万 4 千円 － 37 円

公 債 費 40 億 7,069 万 4 千円 4 万 4,910 円 ＋ 2 億 2,844 万 2 千円 ＋ 2,671円

人 口 9 万 641人 － 323 人
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「オール甲賀で未来につなぐ！ステップアップ予算」として、

3つのテーマ「子育て・教育」「地域経済」「福祉・介護」に基づき、

さらに10のプロジェクト、80の主要事業で構成されています。

地域経済

子育て・教育

　I C T教育環境整備事業を中心として充実を図り、校務支援システム導入で保育・教育の質

の向上や中学校を中心に不登校対策に取り組まれます。

生きる力・キャリア教育プロジェクト　2億9,089万9千円

I C T教育環境整備事業　

　I C Tを活用した授業を推進し、土山小学校をモデル校に先進的な取り組みが開始されます。

不登校対策推進　

　不登校や不安、悩みを抱える子どもや保護者を支援するため、関係機関による協力体制が

強化されます。

母語支援事業　

　外国籍の児童・生徒が日本語を学び、スムーズに学校生活を送るための支援。今までの伴

谷小学校から水口保健センターに移転、通いやすくなります。

児童発達支援事業　

　作業療法士の追加により運動能力を上げ、生きる力を育む指導ができるようになります。

また、児童発達支援センターを令和３年４月に甲南第一地域市民センターに設置し、発達の

遅れや障がいが考えられる乳幼児と保護者への支援が強化されます。

子育て世代応援プロジェクト　2億6,236万2千円

ひとり親家庭等養育費等支援事業

　養育費を受け取るため、法律相談費用や、公正証書作成費用、保証料などの支援をし、ひ

とり親家庭の生活の安定が図られます。

プレイパーク整備推進モデル事業

　子どもを中心とした多世代交流を進めるため、区、自治会が管理する児童遊園等の遊具設

置に補助が出されます。

防犯カメラ設置事業

　犯罪抑止のため、市内の主要駅等に防犯カメラが設置されます。

保育の質向上プロジェクト　7億2,318万9千円

伴谷、水口東・岩上、甲南認定こども園整備事業

　子どもたちにより良い保育・教育環境が提供されます。

　全国植樹祭やN H K連続テレビ小説「スカーレット」を契機として、地域経済全体へ波及効

果をつなげ、東海道を中心とした街中のにぎわい再生や新たな交通網が整備されます。

シティセールス推進プロジェクト　1億7,439万8千円

全国植樹祭整備事業　

　開催に向け、「鹿深夢の森」の会場周辺等が整備されます。

新年度
予算
ポイント
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福祉・介護

新産業特区プロジェクト　2億9,426万円

貴生川駅周辺整備事業

　貴生川駅周辺を整備し「人口のダム機能」を高められます。

女性、若者の活躍・定住プロジェクト　1,509万8千円

創業支援事業　

　起業支援や事業承継を進めるため、（仮称）甲賀ビジネスサポート

センターと連携し、中小企業支援に取り組まれます。

女性の活躍推進事業

　ワーク・ライフ・バランスの推進や女性の資格取得を支援すると

ともに、高校におけるキャリア教育が検討されます。

甲賀流観光振興プロジェクト　1億7,437万1千円

ロケーション推進事業　

　「スカーレットで甲賀を盛り上げる推進協議会」と連携し、観光客の受入れやロケツーリズ

ムに取り組まれます。

忍者を核とした観光拠点整備事業

　観光インフォメーションセンター「甲賀流リアル忍者館」をオープンするとともに、周遊観

光ルートが整備されます。

空きキャパシティ活用プロジェクト　14億9,855万１千円

甲南駅周辺整備事業

　駅前広場の整備を進め、甲南駅北１号線の用地取得等に取り組まれます。

公共施設の規制緩和

　市内全図書館に学習スペースを新設し飲食も可能になります。また公民館使用ルールの統

一により、施設の利便性の向上が図られます。

　健康寿命を伸ばす事業の拡大や地域全体での見守り・支えあいの推進が図られます。また、

地域包括支援センター委託事業、地域医療の最適化に取り組まれます。

中山間地域再生プロジェクト　4億4,347万6千円

コミバス、コミタク

　75歳以上の高齢者及び障がい者３級以上の方に無料乗車券が交付されます。バス路線を使いや

すい運行体系に再編するとともに、コミタクの予約方法を見直し、待ち時間の短縮が図られます。

地域・世代まるごと包括ケアプロジェクト　7億2,515万8千円

100歳大学事業

　老いの生き方の基礎、基本を体系的に学び、「アクティブシニア」の

育成が図られます。

健康診査事業　

　新たに胃がん検診として、胃内視鏡検査が加わります。

犯罪被害者等相談支援事業

　犯罪被害者等に寄り添った支援が充実されます。

骨髄移植ドナー支援事業

　ドナー本人への助成に加え、ドナーが勤務する事業所への支援が開始されます。
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担
が
引
き
上
げ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

  

賛 

成 

討 

論

　

高
齢
者
は
増
え
て
い
く
一
方
で
、
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
制
度

は
高
齢
者
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。
保
険
料
に
つ
い
て
も

厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
乗
り

切
り
進
め
て
い
く
し
か
な
い
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
可
決

え
て
い
る
。
加
入
者
の
減
少
が
続
い
て

い
る
が
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
が

進
む
に
つ
れ
、
一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
高
額
に
な
り
厳
し
い
運
営
状
況
に
変

わ
り
が
な
い
。
平
成
30
年
か
ら
の
県
と

の
役
割
分
担
の
中
で
、
保
険
税
の
収
納

率
向
上
に
さ
ら
な
る
努
力
を
願
い
た

い
。

 

採
決　

賛
成
多
数
に
て
可
決

３月定例会議案審議

　

新
年
度
予
算
案
を
中
心
に
審
査
す
る
３
月
定
例
会
は
、
２
月
18
日
か
ら
３
月
25
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
中
、
議
会
日
程
を
少
し
調
整
し
な
が
ら
、
執
行
部
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
２
件
、
新
年
度
予
算
10
件
、

人
事
２
件
、
条
例
改
正
11
件
、
補
正
予
算
４
件
、
そ
の
他
（
財
産
無
償
貸
付
１
件
、
指
定
管
理
１
件
、
市
道
の
廃
止
と
認
定
２
件
、

契
約
１
件
、
退
職
手
当
組
合
１
件
）
と
議
員
提
案
の
条
例
改
正
１
件
、
意
見
書
案
５
件
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
し

ま
し
た
。
「
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
」
で
は
、
賛
否
の
分
れ
た
議
案
や
質
疑
の
多
か
っ
た
議
案
の
本
会
議
・
委
員
会
質
疑
と
討
論
の
骨
子

を
紹
介
し
ま
す
。

  

主
な
質
疑

Q
県
が
示
し
た
一
人
当
た
り
標
準
保
険

料
・
納
付
金
は

A

13
万
９
２
８
１
円
、
11
月
の
仮
算

定
と
比
べ
て
５
２
９
４
円
減
。
令
和
元

年
度
確
定
計
数
と
比
べ
る
と
２
８
３
７

円
減
。
納
付
金
も
前
年
度
確
定
時
と
比

べ
て
１
億
１
９
３
４
万
５
１
６
９
円
の

減
。

Q
医
療
費
の
伸
び
４
％
の
根
拠
は

A
過
去
三
年
間
の
平
均
2.2
％
と
昨
年
９

月
診
療
分
ま
で
の
伸
び
４
・
56
％
を
参

考
に
設
定
。

  

反 

対 

討 

論

　
都
道
府
県
単
位
化
で
国
保
の
構
造
的

危
機
は
打
開
で
き
な
い
。
む
し
ろ
加
入

者
負
担
増
と
な
る
。
打
開
の
た
め
に
は

国
の
一
兆
円
規
模
の
財
政
支
援
が
必

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

要
。
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
は
見
直
し

軽
減
す
べ
き
。

  

賛 

成 

討 

論

　

病
気
や
ケ
ガ
の
時
に
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
加
入
者
が
そ
れ
ぞ

れ
収
入
額
に
応
じ
て
保
険
料
を
負
担

し
、
医
療
費
な
ど
に
あ
て
る
制
度
。
歳

入
歳
出
85
億
７
９
０
０
万
円
が
計
上
さ

れ
、
加
入
者
１
万
８
千
人
の
医
療
を
支

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

P
IC

K
 U

P
 1

P
IC

K
 U

P
 2

　

歳
入
歳
出
予
算
を
85
億
７
９
０

０
万
円
と
定
め
る
も
の
。

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
20
億
５

５
０
０
万
円
と
定
め
る
も
の
。

  

主
な
質
疑

Q
令
和
２
年
・
３
年
の
保
険
料
引
き
上

げ
幅
は
、
負
担
増
は

A
所
得
割
率
８
・
26
％
が
８
・
70
％

に
、
均
等
割
額
４
万
３
７
２
７
円
が

４
万
５
５
１
２
円
に
。
一
人
当
た
り
平

均
５
３
６
４
円
の
増
。

Q
健
診
事
業
費
の
変
化
と
対
象
人
数
は

A
前
年
実
績
を
考
慮
し
１
８
０
０
人
、

受
診
率
50
％
で
試
算
。

  

反 

対 

討 

論

　

75
歳
以
上
と
い
う
年
齢
で
区
切
り
、

差
別
医
療
を
押
し
つ
け
る
制
度
そ
の
も

の
に
反
対
。
制
度
発
足
当
初
か
ら
指
摘

し
た
よ
う
に
保
険
料
は
二
年
に
一
度
引

き
上
げ
、
軽
減
割
合
も
削
ら
れ
負
担
増

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
え
に
窓
口
負

そ
の
他
の
議
案
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

そ
の
他
の
議
案
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
事

◆
教
育
委
員
会
教
育
長　

　

西
村
文
一
氏
（
甲
南
町
寺
庄
在
住
）

◆
人
権
擁
護
委
員　

　

小
川
浩
美
氏
（
甲
賀
町
隠
岐
在
住
）

市
道
の
廃
止

◆
水
口
・
坊
山
４
号
線

市
道
の
認
定

◆
水
口
・
坊
山
４
号
／
５
号
／
６
号
／

７
号
線
、
中
山
谷
瀬
々
流
１
号
／

　

２
号
／
３
号
／
４
号
線

契
約

◆
城
山
中
学
校
大
規
模
改
造
（
１
期
）

　

株
式
会
社
フ
ジ
サ
ワ
建
設

　

５
億
７
９
７
０
万
円
（
税
込
み
）

指
定
管
理

◆
甲
賀
市
生
産
物
直
売
・
食
材
供
給
施

設
「
田
代
高
原
の
郷
」
…
非
公
募
で

有
限
会
社
秀
明
ナ
チ
ュ
ラ
ル
フ
ァ
ー

ム
に
指
定
管
理
（
３
年
間
）
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主
な
質
疑

Q
同
社
を
最
優
秀
提
案
事
業
者
に
選
定

し
た
理
由
は

A
事
業
に
独
自
性
が
あ
り
地
域
活
性
化

へ
の
意
欲
が
高
い
点
、
市
に
負
担
を
求

め
る
額
が
少
な
い
点
を
評
価
。

Q
無
償
貸
付
と
し
た
理
由
は

A
施
設
の
老
朽
化
や
敷
地
面
積
、
立
地

　

旧
山
内
小
学
校
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て
事
業
提
案
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で

最
優
秀
提
案
事
業
者
選
定
さ
れ
た
「
株
式
会
社
ウ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ
」
に
10
年
間
、

無
償
で
貸
し
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
96
条
１
項
第
６
号
に
基
づ

き
、
議
会
が
議
決
す
る
も
の
。

　

株
式
会
社
ウ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ
（
草
津
市
）
が
、
施
設
を
利
用
し
て
、
フ
グ
等
の

陸
上
養
殖
を
行
う
。
あ
わ
せ
て
市
は
初
期
投
資
に
係
る
財
政
支
援
（
４
４
５
０
万

円
）
を
行
う
。

　

国
・
県
等
補
助
採
択
に
伴
う
事
業
の
ほ
か
、
決
算
見
込
み
に
よ
り
、
６
億
４
７

４
６
万
３
千
円
を
減
額
す
る
も
の
。

３月定例会議案審議

 

主
な
質
疑

Q
中
山
間
地
域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
４
４
５
０
万
円
。
国
の
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
事
業
は
補
助
率
２
分
の

財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
き
議
決
を
求
め
る

P
IC

K
 U

P
 3

場
所
等
を
総
合
的
に
検
証
、「
審
査
委

員
会
」
の
結
果
を
ふ
ま
え
て
市
場
価
値

が
低
い
と
判
断
。

Q
地
域
と
の
か
か
わ
り
、
地
元
雇
用
は

A
山
内
自
治
振
興
会
や
地
域
の
企
業
と

の
連
携
を
希
望
。
数
名
の
従
業
員
と

パ
ー
ト
を
地
元
で
雇
用
。

Q
旧
山
内
小
学
校
は
、
災
害
時
の
避
難

場
所
に
な
っ
て
い
る
が

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

旧山内小学校

A
指
定
避
難
所
に
つ
い
て
は
他
の
公
共

施
設
を
確
保
す
る
予
定
。
そ
れ
ま
で
は
、

有
事
の
際
の
指
定
避
難
所
と
し
て
使
用

で
き
る
よ
う
事
業
者
と
調
整
。

Q
魚
の
養
殖
に
よ
り
匂
い
や
水
漏
れ
な

ど
環
境
へ
の
影
響
は
な
い
か

A
水
は
外
へ
流
さ
な
い
予
定
で
あ
り
、

匂
い
も
漏
れ
な
い
。

Q
土
地
の
境
界
確
認
は

A
今
後
事
業
者
と
調
整
す
る
。

Q
事
業
規
模
と
採
算
は

A
事
業
開
始
か
ら
５
年
目
で
累
積
赤
字

を
克
服
し
て
利
益
を
生
む
計
画
。

Q
施
設
の
修
繕
等
の
負
担
は

使
用
貸
借
契
約
書
に「
日
常
の
使
用
に

か
か
る
保
全
・
修
繕
に
要
す
る
経
費
は

借
受
人
」「
災
害
や
老
朽
化
等
に
よ
る
場

合
は
、
貸
付
人
」の
負
担
と
明
記
。

Q
地
域
振
興
の
役
割
は

A
地
元
特
産
品
の
開
発
、
地
元
雇
用
。

 

採
決　

全
員
賛
成
に
て
可
決

P
IC

K
 U

P
 4

１
、
交
付
先
は
地
方
公
共
団
体
、
地
域

再
生
計
画
が
必
要
だ
が
。

A
内
閣
府
か
ら
地
域
再
生
計
画
の
認
定

が
必
要
に
な
る
た
め
現
時
点
は
案
と
し

て
作
成
中
。
交
付
先
に
つ
い
て
は
国
と

の
調
整
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。

Q
病
児
保
育
が
減
額
さ
れ
た
理
由
は

A
市
内
医
療
機
関
と
早
期
実
現
に
む
け

て
調
整
し
て
き
た
が
、
最
終
の
決
定
ま

で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
来
年
度
早
期

実
現
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

Q
全
国
植
樹
祭
整
備
事
業
で
広
域
農
道

舗
装
修
繕
１
千
万
円
の
場
所
と
延
長

は
。

A
甲
賀
町
鳥
居
野
か
ら
田
堵
野
ま
で
の

間
、
７
１
０
ｍ
。
あ
わ
せ
て
区
画
線
を

補
修
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

A
予
備
費（
約
２
３
０
０
万
円
）
で
対

応
。

 

採
決　

全
員
賛
成
に
て
可
決

令和元年度補正予算（第５号）主なもの

中山間地域プロジェクト

個人番号カード交付事業

全国植樹祭整備事業

信楽高原鐵道安全施設整備事業

交通安全施設整備事業

ＩＣＴ教育環境整備事業（小）

ＩＣＴ教育環境整備事業（中）

4,450万円

1,266万7千円

2,000万円

4,420万円

420万円

8,468万円

4,696万円
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 3 月定例会議案審議・意見書

議案の審議結果

意見書・請願　議決結果

議案等の名称 提案者

討論 凛風会 志誠会
日本共産党

甲賀市議員団
公明党

甲賀市議団

鵜
飼

竹
若

結　

果反
対

賛
成

橋
本
律

辻 土
山

田
中
新

谷
永

橋
本
恒

山
中
善

林
田

田
中
喜

森
田

小
河

戎
脇

山
中
修

里
見

糸
目

山
岡

小
西

岡
田

白
坂

田
中
將

堀

「マクロ経済スライド」廃
止の意見書を求める請願書

全日本年金者組合

甲賀支部支部長　

大原盾夫、

同書記長　谷悦男

堀
岡
田

● ● ● ●

議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
ら
な
い

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇

不
採
択

補聴器購入助成制度を求め
る請願書

全日本年金者組合
甲賀支部支部長　
大原盾夫、甲賀市生
活と健康を守る会
会長　小泉健三

山
中
善

岡
田

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇

不
採
択

カジノ汚職の徹底解明、カ
ジノ解禁の廃止を求める意
見書

小西 辻
山
岡

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 否

「全世代型社会保障検討会
議」の中間報告を見直し社
会保障制度の抜本的な拡充
を求める意見書

岡田
白
坂

小
西

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● 〇 否

ジェンダー平等社会の実現
をめざす関係法令の整備を
求める意見書

山岡
糸
目

岡
田

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 可

新たな過疎対策法の制定に
関する意見書

田中將 ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

中高年のひきこもりに対す
る実効性ある支援と対策を
求める意見書

堀 ー ー 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可

○：賛成　●：反対

議案の審議結果

全員賛成で可決した議案

令和２年度
予算

野洲川基幹水利施設管理事業特別会計予算

病院事業会計予算

診療所事業会計予算

介護老人保健施設事業会計予算

水道事業会計予算

下水道事業会計予算

令和元年度
補正予算

一般会計補正予算（第５号）

国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

野洲川基幹水利施設管理事業特別会計補正予

算（第１号）

人事
人権擁護委員の推薦

教育委員会教育長の任命

条例の
一部改正

監査委員条例等

附属機関設置条例

行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の

利用及び特定個人情報の提供に関する条例

非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

賛成多数で可決した議案

令和２年度
予算

一般会計予算

国民健康保険特別会計予算

後期高齢者医療特別会計予算

介護保険特別会計予算

条例の
一部改正

手数料条例

印鑑条例

災害弔慰金支給等条例

犯罪被害者等支援条例

地域総合センター条例

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例

健康診査受診料徴収条例

その他

財産の無償貸付け（旧山内小学校）

指定管理者の指定（田代高原の郷）

市道路線の廃止（水口町水口地先）

市道路線の認定（水口町水口地先、甲賀町鳥居

野地先）

契約の締結（城山中学校大規模改造工事）

滋賀県市町村職員退職手当組合を組織する地

方公共団体数の減少および滋賀県市町村職員

退職手当組合規約の変更



本
会
議
お
よ
び
委
員
会
の

　
　傍
聴
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

議
会
報
告
会
の
中
止
に
つ
い
て

　次期議会から本会議の開始時

間が 30 分早くなり９時 30 分開

会となります。開会時間を早め

ることにより議論の時間を確保

することが目的で、３月議会で

の議員発議の会議規則一部改正

によるものです。

本会議開始時間が
変わります

10：00 

　➡ 9：30

市議会だより　No.629

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡

大
し
て
お
り
、
国
民
生
活
や
経
済
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
国
で
は

緊
急
事
態
宣
言
を
行
い
、
感
染
拡
大
を

防
い
で
い
ま
す
。
３
月
に
は
滋
賀
県
で

も
初
め
て
感
染
症
患
者
が
発
生
す
る
と

と
も
に
、
４
月
に
入
り
甲
賀
市
で
も
感

染
症
患
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

甲
賀
市
で
は

　

甲
賀
市
で
は
対
策
本
部
を
設
置
し
そ

の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校

に
つ
い
て
は
３
月
２
日
か
ら
３
月
24
日

ま
で
の
間
、
市
立
小
中
学
校
を
休
業
す

る
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て
も
同
期
間
、
休
所
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
学
期
も
４
月
８
日
か
ら
引

き
続
き
臨
時
休
業
と
な
り
ま
し
た
。
な

お
、
卒
業
式
お
よ
び
入
学
式
は
規
模
を

縮
小
し
て
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
市
主
催
事
業
や
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
、
公
共
施
設
の
使
用
制
限
な

ど
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
症
対
策
経
費

　

新
年
度
予
算
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
元
年
度
の
必
要

な
経
費
に
つ
い
て
は
予
備
費
で
対
応
さ

れ
、
新
年
度
は
補
正
予
算
等
も
含
め
早

急
な
対
応
が
必
要
で
す
。

感
染
予
防
に
つ
い
て

　

感
染
予
防
は
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行

や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
と
共
に
、
３
つ
の

「
密
」
を
避
け
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
感
染
症
対
策

　
　
　
　
　
感
染
症
対
策

　

甲
賀
市
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
当
面
の
間
、
本
会
議
お
よ

び
委
員
会
の
傍
聴
を
中
止
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

 

な
お
、
本
会
議
に
つ
き
ま
し
て
は

あ
い
コ
ム
こ
う
か
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
中
継
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

甲
賀
市
議
会
で
は
開
か
れ
た
議
会

を
目
指
し
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き

議
会
報
告
会
を
実
施
し
て
お
り
、
今

年
も
７
月
に
開
催
す
る
予
定
で
準
備

を
進
め
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
傾
向
が
想
定
さ
れ
る
中
、
議

会
報
告
会
開
催
を
中
止
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
ご
理
解
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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付
託
議
案

　2017 年（平成 29 年）、

地方公務員法と地方自治

法が改正され、2020年（令

和２年）４月から自治体

の臨時・非常勤職員等に

適正な任用・勤務条件を

確保するため「会計年度

任用職員」制度が導入さ

れました。会計年度任用

職員は、フルタイムと短

時間勤務に分類され、フ

ルタイムの職員には給料

と手当が支払われ、継続

して採用されると昇給も

可能になります。また、期末手当や地域手当も支払われます。

　短時間勤務の職員もこれまでと同様に報酬と費用弁償となりますが、期末手当の支払いも可能になります。

　災害補償は勤務状態で、地方公務員災害補償基金や労働者災害補償制度に加入し補償されます。また、会計

年度任用職員には地方公務員法の服務に関する規定が適用されます。

会計年度任用職員とは

用語用語
カイセツカイセツ

常任委員会

総
合
計
画
、
財
政
、
自
治
振
興
、
危
機
管
理
等

に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

　

３
月
11
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
条
例
改
正
２
件
、
財
産
の
無
償

貸
付
け
議
決
１
件
、
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
一
部
改
正
１
件
の
計
４

件
の
議
案
審
査
を
し
、
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
等
の
一
※

部
改
正
に
伴

い
、
法
文
に
条
項
ず
れ
が
生
じ
た
た
め
、

関
係
条
文
を
引
用
す
る
監
査
委
員
条

例
、
水
道
事
業
設
置
等
に
関
す
る
条
例
、

病
院
事
業
設
置
等
に
関
す
る
条
例
、
水

口
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー
条
例
、
下
水
道

事
業
等
に
関
す
る
条
例
計
５
条
例
の
そ

れ
ぞ
れ
に
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

※
注

　

地
方
自
治
法
２
４
３
条
の
２
の
２
第

８
項
…
会
計
管
理
者
若
し
く
は
会
計
管

理
者
の
事
務
を
補
助
す
る
職
員
の
賠
償

責
任
を
定
め
に
よ
り
免
除
す
る
条
項
で

す
。

　

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
か
ら
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
創
設
さ
れ
こ
と
に
伴
い
、

従
来
の
報
酬
か
ら
給
料
と
し
て
支
給
対

象
と
な
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
公
務

災
害
等
に
つ
い
て
必
要
な
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

  

主
な
質
疑

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
労
働
災
害
と

公
務
災
害
の
区
分
、
雇
用
保
険
と
の
関

係
、
非
正
規
職
員
の
公
務
災
害
の
事
例
、

災
害
補
償
の
適
用
認
定
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
数
の
減

少
お
よ
び
滋
賀
県
市
町
村
退
職
手
当

組
合
規
約
の
変
更

　

滋
賀
県
市
町
村
交
通
共
済
組
合
が
、

令
和
２
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
す

る
こ
と
に
伴
い
、
滋
賀
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
か

ら
同
組
合
規
約
か
ら
削
除
す
る
も
の
で

す
。

　

財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
き
議
決
を

求
め
る
こ
と

　

７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

総
務
常
任
委
員
会

常勤職員と臨時・非常勤職員との関係（職の整理）
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◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

  

反 

対 

討 

論

　

特
養
待
機
者
も
多
数
。
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

  

賛 

成 

討 

論

　

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
仕
組

み
と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
制
度
。

 

採
決　

以
上
３
件
、
賛
成
多
数
に
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

常任委員会

市
民
の
生
活
と
福
祉
、
文
化
や
ス
ポ
ー

ツ
、
教
育
に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

　

市
民
団
体
か
ら
２
件
の
請
願
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
請
願
者
を
招
へ
い
し
、

請
願
の
説
明
を
受
け
質
疑
を
行
っ
た

後
、
委
員
間
討
議
・
討
論
を
行
い
ま
し

た
。「

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
廃
止
の
意

見
書
を
求
め
る
請
願
書

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
発
動
に
よ

り
、
令
和
２
年
度
の
年
金
支
給
額
は
実

質
0.3
％
減
と
な
る
。
年
金
削
減
は
高
齢

者
の
生
活
を
破
壊
す
る
。
制
度
は
今
後

30
年
間
年
金
が
減
る
仕
組
み
。
高
齢
者

も
若
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
が
必

要
で
あ
り
、
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

も
の
。

  

反 

対 

討 

論

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、
現
役
世

代
の
負
担
を
軽
減
、
年
金
制
度
を
維
持

す
る
も
の
。

  

賛 

成 

討 

論

◦
年
金
削
減
は
高
齢
者
の
生
活
に
深
刻

な
事
態
を
も
た
ら
す
も
の
。

◦
年
金
生
活
者
の
実
態
を
知
る
べ
き
。

命
に
関
わ
る
問
題
。

　

補
聴
器
購
入
助
成
制
度
を
求
め
る
請

願
書

　

加
齢
性
難
聴
に
悩
む
人
が
増
え
て
い

る
。
難
聴
は
引
き
こ
も
り
や
認
知
症
の

誘
因
と
な
る
。
補
聴
器
使
用
に
よ
り
重

度
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
が
、
補
聴

器
は
高
価
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
補
聴
器

購
入
助
成
制
度
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
も
の
。

  
反 

対 

討 

論

◦
願
意
は
賛
成
だ
が
、
請
願
書
の「
消

費
税
増
税
」
に
は
対
策
が
あ
り
文
言

は
不
必
要
。

◦
国
で
も
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
し
ば
ら
く
の
猶
予
が
必
要
。

  

賛 

成 

討 

論

◦
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
雇
用
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
公
的
補
助
は
必
要
。

◦
市
民
が
困
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
支

援
し
て
い
く
の
が
議
員
の
姿
勢
。

 

採
決　

２
件
の
請
願
は
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　

３
月
10
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
特
別
会
計
予
算
案
、
企
業
会
計

予
算
案
８
件
、
条
例
一
部
改
正
９
件
、
契
約
締
結
１
件
の
18
議
案
と
請
願
２
件
に

つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

付
託
議
案

請　
　

願

現
地
調
査

◆
病
院
事
業
会
計
予
算

◆
診
療
所
事
業
会
計
予
算

◆
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
予
算

◆
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

補
正
予
算
（
第
３
号
）

◆
令
和
元
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

◆
契
約
締
結

◆
付
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正

◆
そ
の
他
条
例
一
部
改
正
８
件

 

採
決　

以
上
15
件
、
全
員
賛
成
に
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

２
月
10
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
甲
南
そ
ま
っ
こ
第
２
児
童
ク
ラ
ブ
、
西
部
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
新
築
工
事
、
水
口
小
学
校
大
規
模
改
造
（
２
期
）
工
事
に
つ
い
て
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

新築された甲南そまっこ第 2 児童クラブ

西部学校給食センターの内部



2020.5 12

常任委員会

　

１
月
22
日
の
所
管
事
務
調
査
で
は
、
現
在
整
備
中
の
工
事
現
場
視
察
３
ヶ
所
と
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
に
関
す
る
施
設
２
ヶ
所
を
視
察
し
ま
し

た
。
ま
た
３
月
11
日
開
催
の
委
員
会
で
は
、
３
月
定
例
会
に
付
託
さ
れ
た
予
算
案

３
件
、
補
正
予
算
１
件
、
指
定
管
理
案
件
１
件
、
市
道
路
線
案
件
２
件
の
議
案
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

水
口
町
宮
の
前　

　
　

中
央
雨
水
幹
線
函か
ん

渠き
ょ

　

大
雨
時
の
洪
水
対
策
の
た
め
、
近
江

鉄
道
㈱
へ
の
委
託
協
定
事
業
と
し
て
宮

の
前
地
先
に
１
１
１
ｍ
の
地
下
水
路
設

置
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
路
は
オ
ー
プ
ン
シ
ー
ル
ド
工

法
が
採
用
さ
れ
、
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
を
１
日
あ
た
り
３
～
４
つ
程
度
の

ペ
ー
ス
で
連
結
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内

の
水
害
リ
ス
ク
低
減
効
果
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
な
お
工
事
は
令
和
２
年

６
月
の
完
成
予
定
で
す
。

　

市
道
新
町
・
貴
生
川
幹
線

　
　
　
　

内
貴
橋
架
け
替
え
工
事

　

老
朽
化
し
た
内
貴
橋
の
架
け
替
え
工

事
が
平
成
30
年
度
よ
り
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
野
洲
川
の
流
れ
を
良
く
す
る
た

産
業
建
設
常
任
委
員
会
産
業
、
建
設
、
観
光
振
興
、
上
下
水
道
、

生
活
環
境
に
関
わ
る
委
員
会
で
す
。

所
管
事
務
調
査

ボックスカルバートが埋設される様子

建設途中の新内貴橋橋脚

建設が進む新信楽伝統産業会館内部

スカーレット展の様子

　

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
展

　

昨
年
９
月
30
日
か
ら
本
年
３
月
28
日

ま
で
放
送
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
に
関
す
る
衣
装
や
焼
き

物
が
展
示
さ
れ
た
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
展
が

旧
信
楽
伝
統
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
効
果
に
よ
り
、
昨
年
１
月

に
１
１
０
８
人
だ
っ
た
来
場
者
数
が

１
月
で
１
万
４
６
４
７
人
、
２
月
で

２
万
１
４
０
０
人
に
達
し
、
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
効
果
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。
残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
２
月
29

日
～
３
月
28
日
の
間
休
館
と
な
り
終
了

し
ま
し
た
。

め
、
強
度
を
維
持
し
つ
つ
橋
脚
が
現
在

の
10
基
か
ら
４
基
に
な
り
、
平
成
30
年

度
は
４
基
の
内
２
基
、
現
在
残
り
２
基

と
橋
台
１
基
が
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

橋
脚
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
工
程

を
視
察
し
ま
し
た
。
橋
全
体
の
工
事
完

了
は
令
和
５
年
度
末
の
見
込
み
で
す
。

　

新
信
楽
伝
統
産
業
会
館

　

４
月
28
日
供
用
開
始
の
新
信
楽
伝
統

会
館
の
建
設
工
事
現
場
を
視
察
し
ま
し

た
。
信
楽
焼
の
魅
力
や
歴
史
を
効
果
的

に
見
せ
る
ス
ペ
ー
ス
が
造
ら
れ
て
お

り
、
利
用
者
が
イ
ベ
ン
ト
等
に
使
え
る

展
示
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、

信
楽
焼
の
発
信
拠
点
と
し
て
の
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。
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特別委員会報告

　

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
の
委
員
長
は
副
議
長
が
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
11
月
か
ら
小
河
文
人
副
議
長
に
交
代
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
は
12
月
24
日
、

１
月
14
日
、
４
月
８
日
に
開
催
し
、
議
員
間
討
議
、
議
会
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
、

議
会
改
革
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

広
報
特
別
委
員
会
で
は
毎
年
多

く
の
視
察
研
修
を
受
け
入
れ
て
い

ま
す
。
視
察
で
は
甲
賀
市
議
会
だ

よ
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告

す
る
と
と
も
に
、
受
け
入
れ
た
議

会
の
取
り
組
み
も
市
議
会
だ
よ
り

に
活
か
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら

の
受
け
入
れ
状
況
は
次
の
通
り
で

す
。

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会

広
報
特
別
委
員
会

議
員
間
討
議

　

議
員
間
討
議
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら

継
続
し
て
そ
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
委
員
会
で
は
実
施
要

網（
案
）
を
作
成
、
本
格
的
な
導
入
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
実
施
要
網
は
議
会
運

営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
、
６
月
議
会
か

ら
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

議
会
業
務
継
続
計
画
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」

　

議
会
Ｂ
※

Ｃ
Ｐ
は
議
会
及
び
議
員
の
大

規
模
災
害
時
に
お
け
る
役
割
や
行
動
方

針
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迅

速
な
議
会
機
能
の
回
復
を
図
り
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た
復
旧
、
復

興
に
早
期
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て

も
議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
、
本
格
的

に
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※B
C

P

＝B
u
sin

e
ss C

o
n
tin

u
ity

 P
la

n

議
会
改
革
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

以
前
か
ら
の
議
会
改
革
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
は
９
月
末
を
目
途
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。

•

平
成
31
年
４
月
24
日

　

袖
ヶ
浦
市
議
会
議
会
広
報
特
別
委
員
会

•

令
和
元
年
７
月
26
日

　

能
美
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

•

令
和
元
年
８
月
９
日　

　

飯
能
市
議
会
広
報
委
員
会

•

令
和
元
年
８
月
26
日

　

磐
田
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

•

令
和
元
年
10
月
17
日

　

姶
良
市
議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

•

令
和
元
年
10
月
24
日

　

天
草
市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

•

令
和
２
年
１
月
29
日

　

和
歌
山
市
議
会
広
報
委
員
会

　

京
田
辺
市
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

•

令
和
２
年
２
月
６
日

　

佐
伯
市
議
会
広
報
委
員
会

滋
賀
県
市
議
会
議
長
会

広
報
広
聴
活
動
に
つ
い
て
の
研
究
会

か
ら
の
報
告
書
提
出
さ
れ
る

　

滋
賀
県
市
議
会
議
長
会
で
は
昨
年
、

「
広
報
・
広
聴
活
動
に
つ
い
て
の
研
究

会
」
が
発
足
さ
れ
、
令
和
元
年
５
月
22

日
に
第
１
回
の
研
究
会
を
開
催
、
５
回

に
渡
る
研
究
会
の
結
果
、
２
月
３
日
に

研
究
会
の
座
長
で
あ
る
林
田
久
充
前
甲

賀
市
議
会
議
長
か
ら
県
議
長
会
へ
報
告

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
議
会
か
ら
は
研
究
会
に
当
時

の
広
報
特
別
委
員
長
の
田
中
將
之
議
員

が
参
加
、
広
報
・
広
聴
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
議
会
で
も
こ
の
報
告
書
を
参

考
に
広
報
・
広
聴
の
あ
り
方
に
つ
い

て
今
後

研
究
を

深
め
る

と
と
も

に
、
市

議
会
だ

よ
り
の

充
実
に

つ
な
げ

て
い
き

ま
す
。

甲賀市議会　議会改革ロードマップ

研究会で発表する田中前委員長

令和元年度 令和 2 年度

4 ～ 6 月 7 ～ 9 月 10 月～12 月 1 ～ 3 月 4 ～ 6 月 7 ～ 9 月

議員間討議の検討・試行

議決事件の検

討

議会ＢＣＰ（業務継続計画）

の策定

龍谷大学との

パートナシッ

プ協定締結

広報広聴のあり方検討

タブレット検

証
議会報告会の検討

議会基本条例の検証

９
月
定
例
会　

委
員
長
報
告



2020.5 14 QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

議員は選挙区内に病気見舞金を出すことが禁止されています。

選挙管理委員長 選管委員長 危機・安全管理統括監 危機統括監

総合政策部長 総政部長 市民環境部長 市環部長 健康福祉部長 健福部長

産業経済部長 産経部長 こども政策部長 こ政部長 農業委員会事務局長 農委局長

■答弁者の凡例

各会派による各会派による 代表質問代表質問

順番
氏　　 名
（会派名）

質　　問　　事　　項

１
森
もり

　田
た

　久
ひさ

　生
お

（志　誠　会）

1　市長公約「政策集」の総括と、市長任期最終年度の政治姿勢（政

治スタンス）について

2　当市の最重要課題である「人口減少対策」と「これからのまち

づくり」について

3　老朽化が進む公共施設・公共インフラ等の維持管理と「甲賀市

公共施設等総合管理計画」について

4　「甲賀市幼保・小中学校再編計画」の進捗と今後の展望につい

て

5　当市の観光振興について

6　「令和２年度の予算編成方針」について

7　「令和２年度（新年度）一般会計予算案」について

8　山下教育長の３月末での急遽の辞任について

9　岩永市長市政運営２期目に向けての意気込みについて

２
林
はやし

　田
だ

　久
ひさ

　充
みつ

（凛　風　会）

1　「コンプライアンス」の徹底と望ましい行政の姿とはどのよう

なものか。

2　市民や議会との関係についての基本的な考えを問う。

3　「オール甲賀」の持つ意味、考え方についてあらためて聞く。

4　財政健全化に関する考え方について

5　甲賀市まちづくり基本条例の考えについて

6　行政と自治振興会のこれからの関係について。

7　人口ビジョンの見通しについて

8　甲賀市の都市計画の現状と住宅政策の考え方について

9　甲賀市総合計画実施計画等の考え方を問う。

10　名神名阪連絡道路の進捗について

11　産業振興策について

12　令和２年度予算案等について

13　立命館大学等大学と地域の連携の手ごたえはどうか

14　あらためて市長選挙公約や所信表明から見た成果はどうか

３
岡
おか

　田
だ

　重
しげ

　美
み

（日本共産党甲賀市議員団）

1　国政の焦点と市民のいのち・暮らしに関わる問題について

2　「４年で結果を出す」とされた、岩永市政４年の評価と課題に

ついて

3　新年度予算案について

４
堀
ほり

　　　郁
いく

　子
こ

（公明党甲賀市議団）

1　新型コロナウイルス対策について

2　気候変動への対策について

3　子育て・教育支援について

4　高齢者支援について

5　観光について

令和２年２月27日

令和２年　第１回甲賀市議会定例会代表質問

各会派による各会派による 代表質問代表質問 目次

公職選挙法メモ
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録画が見られます。

　

今
回
の
代
表
質
問
は
、
①
市
長
政
策

集
の
総
括
と
市
長
任
期
最
終
年
度
の
政

治
姿
勢
、
②
人
口
減
少
対
策
と
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
、
③
老
朽
化
が
進
む

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
、
④
幼
保
・

小
中
学
校
再
編
計
画
の
進
捗
と
今
後
の

展
望
、
⑤
当
市
の
観
光
振
興
、
⑥
新
年

度
の
予
算
編
成
方
針
、
⑦
新
年
度
一
般

会
計
予
算
案
、
⑧
山
下
教
育
長
の
３
月

末
で
の
急
遽
辞
任
、
⑨
岩
永
市
長
市
政

運
営
２
期
目
に
向
け
て
の
９
項
目
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

Q
市
長
公
約
の
総
括
と
進
捗
状
況
は
。

 

市
長　

就
任
し
て
三
年
余
り
、
オ
ー

ル
甲
賀
で
取
り
組
み
、
全
項
目
に
着
手

で
き
た
。
特
に
合
併
特
例
債
を
有
効
活

用
し
、
子
育
て
や
教
育
環
境
の
整
備
に

力
を
入
れ
た
。

Q
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
公
共
施
設
・

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
認
識

は
。

 

市
長　

施
設
老
朽
化
の
維
持
管
理
は
、

次
世
代
に
負
担
を
残
す
深
刻
な
問
題
と

認
識
。
教
育
・
子
育
て
・
福
祉
な
ど
未

来
投
資
の
た
め
に
も
、
強
い
信
念
で

公
共
施
設

の
最
適
化

を
着
実
に

進
め
て
い

く
。

Q

新

年

度
予
算
の

特

色

と
、

市
長
が
特

に
力
を
入

れ
よ
う
と

し
て
い
る

施
策
は
。

 

市
長　

人
口
減
少
に
果
敢
に
立
ち
向

か
う
予
算
と
し
て
い
る
。
特
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
積
極
活
用
や
、
よ
り
充
実
し
た
子

育
て
環
境
整
備
、
産
業
振
興
に
重
点
を

置
く
。

Q
岩
永
市
長
の
市
政
運
営
２
期
目
に

向
け
た
意
気
込
み
は
。

 

市
長　

道
半
ば
の「
第
２
次
甲
賀
市
総

合
計
画
」
を
軌
道
に
乗
せ
、
甲
賀
市
発

展
の
た
め
、
今
後
も
全
力
で
取
り
組
み

た
い
。

志 誠 会

森田　久生

産業振興基盤の拡充（雇用促進）を目指し

着々と工事が進む「甲賀北工業団地」

Q
市
民
の
知
る
権
利
と
行
政
の
知
ら

せ
る
内
容
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
。

 

市
長　

市
が
提
供
す
る
情
報
と
、
市

民
の
皆
さ
ん
等
が
望
ま
れ
る
情
報
に
齟そ

齬ご

が
生
じ
な
い
よ
う
一
層
の
説
明
責
任

を
果
た
し
、
積
極
的
に
情
報
の
公
開
に

努
め
る
。

Q
市
民
が
求
め
る
職
員
像
と
は
。

 

市
長　

安
易
に
無
理
と
判
断
す
る
の

で
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
か
を

考
え
ら
れ
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
た
職
員

で「
高
い
専
門
知
識
や
能
力
」「
法
律
を

適
切
に
運
用
で
き
る
能
力
」「
住
民
目

線
で
業
務
に
取
り
組
む
能
力
」
を
持
ち
、

自
ら
の
能
力
や
行
動
を
冷
静
に
客
観

視
で
き
る
職
員
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

Q
市
役
所
に
は
ど
の
よ
う
な
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
か
。

 

市
長　

悩
み
事
や
困
り
ご
と
に
迅
速

か
つ
的
確
に
市
民
に
寄
り
添
う
対
応

や
、
長
期
的
な
視
点
で
市
政
運
営
を
推

進
す
る
こ
と
な
ど
を
期
待
さ
れ
て
い

る
。

Q
当
市
民
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
基

本
認
識
は
。

 

市
長　

「
対
話
」
を
積
み
重
ね
、
課
題

を
明
確
に
し
た
う
え
で
政
策
立
案
に
つ

な
げ
る
よ
う
職
員
に
指
示
し
て
い
る
。

　

市
長
就
任
か
ら
三
年
余
。
現
在
の

市
長
の
市
政
運
営
の
姿
勢
を
再
確
認

し
、
そ
の
他
に
財
政
健
全
化
、
自
治
振

興
会
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
見
通
し
、
都

市
計
画
の
現
状
と
住
宅
政
策
、
産
業
振

興
策
、
令
和
２
年
度
予
算
案
、
大
学
等

と
の
連
携
、
名
神
名
阪
連
絡
道
路
の
進

捗
等
を
質
問
し
た
。

凛 風 会

林田　久充

開票事務不正調査特別委員会の報告書を市長にも報告

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と

　
　
　
　

望
む
行
政
の
姿

岩
永
市
長
、

２
期
目
に
向
け
た
考
え
は

代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。
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Q
安
倍
政
権
の
も
と
で
の
政
治
腐
敗

に
よ
る
政
治
離
れ
が
あ
る
。
市
民
の
積

極
的
な
政
治
参
加
を
促
進
す
る
に
は
。

 

市
長　

市
政
の
情
報
提
供
、
市
民
の

切
実
な
声
を
聞
く
場
を
設
け
る
等
の
取

り
組
み
を
通
じ
、
市
政
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
政
治
参
加
に
つ
な

が
る
。

Q
地
球
規
模
の
気
候
変
動
に
対
す
る

抜
本
的
な
防
災
・
減
災
対
策
を
。

 

市
長　

市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
、
ま
た
中
山

間
地
域
を
中
心
に
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
等
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に
取
り
組
む
。

Q
市
長
公
約
の
「
人
口
10
万
都
市
」
と

今
後
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
認
識
を
問

う
。

 

市
長　

国
の
人
口
推
計
か
ら
、
令
和

10
年
度
に
８
万
７
０
０
０
人
と
し
た
。

本
市
は
様
々
な
資
源
や
人
の
力
を
活
か

し
、
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
え
る
地
域

と
考
え
る
。

Q
市
長
選
時
、
「
合
併
特
例
債
と
い
え

ど
借
金
」
と
強
調
さ
れ
た
が
、
就
任
後

は
合
併
特
例
債
事
業
が
集
中
し
て
い

る
。
建
設
数
と
合
併
特
例
債
総
額
は
。

 

市
長　

公
共
建
築
物
は
27
件
、
活
用

し
た
合
併
特
例
債
は
１
４
１
億
円
。

Q
消
防
団
の
今
後
の
あ
り
方
を
問
う
。 

 

市
長　

消
防
団
を
補
完
す
る
消
防
団

支
援
団
員
設
置
の
検
討
、
班
の
統
合
や

地
域
に
あ
っ
た
組
織
再
編
も
見
据
え
消

防
団
員
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q
市
小
中
学
校
の
給
食
費
の
負
担
軽

減
・
無
償
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
。

 

教
育
部
長　

食
育
推
進
の
た
め
地
産

地
消
事
業
と
し
て
２
０
０
０
万
円
を
計

上
す
る
。
無
償
化
の
財
源
捻
出
は
難
し

い
。

共 産 党

岡田　重美

Q
中
学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を
ワ
ン

コ
イ
ン
５
０
０
円
を
払
え
ば
後
は
無
料

に
し
て
は
ど
う
か
。
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
場
所
、
市
民
の
望
む
所
に
設
置
で
き

る
の
か
伺
う
。
給
食
費
を
第
３
子
以
降
、

無
料
に
し
て
は
。
残
食
を
減
ら
す
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
不
登
校
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

 

市
長　

医
療
費
無
料
は
受
給
者
に
一

部
負
担
を
含
め
た
制
度
の
検
討
が
必

要
。

 

副
市
長　

防
犯
カ
メ
ラ
は
甲
賀
駅
、

甲
南
駅
、
水
口
城
南
駅
、
水
口
駅
、
信

楽
駅
周
辺
、
貴
生
川
駅
及
び
綾
野
地
域

に
更
新
予
定
。
今
後
市
民
の
望
む
箇
所

に
設
置
検
討
。

 

教
育
長　

第
３
子
以
降
の
給
食
費
は

学
校
教
育
支
援
事
業
を
優
先
に
す
る
。

無
料
の
場
合
の
予
算
は
月
２
０
０
万

円
、
年
間
２
５
０
０
万
円
。
残
食
を
減

ら
す
に
は
感
謝
の
心
を
育
て
る
食
育
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。
不
登
校
対
策
は

調
査
、
デ
ー
タ
分
析
し
問
題
の
原
因
に

適
合
し
た
取
り
組
み
を
す
る
。

Q
高
齢
者
支
援
の
新
サ
ポ
カ
ー
補
助

金
制
度
の
周
知
、
助
成
金
制
度
に
つ
い

て
伺
う
。

 

市
環
次
長　

周
知
は
Ｈ
Ｐ
や
広
報
紙
、

出
前
講
座
で
図
り
、
助
成
金
は
必
要
性

検
討
。

Q
甲
賀
流
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
伺

う
。
ま
た
、
公
衆
ト
イ
レ
の
水
洗
化
、

洋
式
化
は
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
言
語
対

応
は
。

 

産
経
部
長　

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
の
ス
タ

ジ
オ
セ
ッ
ト
等
の
展
示
を
検
討
し
今
年

７
月「
甲
賀
流
リ
ア
ル
忍
者
館
」
開
館
で

周
遊
型
観
光
促
進
。
ト
イ
レ
は
、
利
用

頻
度
や
緊
急
度
の
必
要
性
検
討
し
老
朽

化
、
安
全
性
も
考
慮
し
順
次
整
備
を
進

め
る
。
言
語
は
ス
マ
ホ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
対
応
。

公 明 党

500
円
で
中
学
卒
業

　
　

ま
で
医
療
費
無
料
に

堀　　郁子

気
候
変
動
に
対
し

　
　

抜
本
的
な
対
策
を

甲賀市防災訓練

代表質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。



市議会だより　No.62   17  QRコード で質問の
録画が見られます。

議員は選挙区内のお祭への寄付や差し入れが禁止されています。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

公職選挙法メモ

順番 氏　　名 質問事項

８ 土
つち

山
やま

　定
さだ

信
のぶ

1　南海トラフ地震対策について

9 山
やま

中
なか

　修
しゅう

平
へい

1　野洲川水系ダムの洪水調節機能につ

いて

2　（仮称）水口北内貴線の整備促進に

ついて

10 橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

1　わが市の防災活動体制の今後につい

て

2　超高齢化社会への取り組み強化を

11 里
さと

見
み

　　淳
あつし

1　学校におけるＩＣＴ活用について

2　スカーレット効果と信楽高原鐡道の

今後について

12 田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

1　甲賀市の公園緑地・街路樹の維持管

理について

2　地域を守る建設土木工事の担い手を

育てる公共工事の平準化について

3　ＳＤＧｓを政策に反映させよう

13 小
こ

西
にし

喜
き

代
よ

次
つぐ

1　市営住宅の入居条件から保証人の削

除を

2　水道は広域化・民営化でなく公営事

業として維持管理を

3　税・料金の滞納対策について

4　信楽町の勅旨西恩寺橋の早期改善を

14 竹
たけ

若
わか

　茂
しげ

國
くに

1　子どもの権利と養育費及び面会交流

について

2　学校給食で残る牛乳、パンの取り扱

いについて

15 橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

1　地域に根差したより良い保育・教育

環境を目指して

2　日本遺産を活かした観光振興につい

て

3　ＪＲ草津線の利便性向上に向けて

順番 氏　　名 質問事項

１ 戎
えびすわき

脇　　浩
ひろし 1　地域カルテの現状と活用について

2　「オール甲賀」の意識形成に向けて

２ 田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

1　 水 口 東 保 育 園 と 岩 上 保 育 園 の 統

合 施 設 園 の 建 設 予 定 地 を 洪 水

被 災 危 険 性 の 高 い 地 で 建 設 す 

ることについて

2　 独 立 行 政 法 人・ 公 立 甲 賀 病 院 と

甲 賀 市 営 医 療 各 機 関・ 病 院 の 経

営 統 合 は 出 来 な い か、 に つ い 

て

3　 甲 賀 市 公 共 施 設 の 最 適 化 計 画

の 推 進 に 市 内 公 共 交 通 機 関 の

積 極 的 利 活 用 で 推 進 に 弾 み を 

について

4　貴生川駅周辺整備・特区構想、目標

年次の繰り上げと急ぎ整備推進を。

について

３ 白
しら

坂
さか

萬
ま

里
り

子
こ 1　防災対策のさらなる強化へ

2　より利便性の高い公共交通へ

４ 糸
いと

目
め

　仁
まさ

樹
き

1　目指すべき外国自治体との交流につ

いて問う

2　甲賀市で自動運転バス導入前提の実

証実験実現を

５ 山
やま

中
なか

　善
よし

治
はる

1　市民農園等について（農園施設整備支

援事業補助といきいき農園利用料補

助）

2　新型コロナウイルスの対策に関連して

シビックプライドを問う。

６ 山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

1　公文書管理のあり方について

2　アレルギー対応給食の実施について

3　甲賀市市営住宅長寿命化計画につい

て

4　精神障がい者に対する医療費助成制

度の拡充について

5　新名神甲南インターとパーキングと

の接続、流出・流入路について

７ 田
た

中
なか

　新
あら

人
と

1　スマート農業について

2　柏木公民館老朽対策について

3　新型コロナウイルス感染症対策につ

いて

市市のの考考えをえを問問うう15人の15人の
議員が議員が

令和２年　第 1 回甲賀市議会定例会一般質問（通告順）

市市のの考考えをえを問問うう 目次15人の15人の
議員が議員が

令和２年

3月5日・6日・9日

　



2020.5 18 QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

後援会が選挙区内に花輪・香典・祝儀などを出すと処罰されます。

戎
脇　
　

浩

地
域
ご
と
の
課
題
把
握
に
努
め
る

地
域
カ
ル
テ
の
現
状
と
活
用
に
つ
い
て

Q
平
成
30
年
度
に
自
治
振
興
会
単
位
で
地
域
カ
ル
テ

が
整
備
さ
れ
た
が
、
あ
ま
り
市
民
の
目
に
ふ
れ
て
い
な

い
。
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

 

総
政
部
長　

地
域
カ
ル
テ
は
地
域
ご
と
の
人
口
推
計

や
産
業
、
介
護
、
公
共
施
設
な
ど
の
デ
ー
タ
を
基
に
作

成
し
、
各
市
民
セ
ン
タ
―
で
公
開
し
、
閲
覧
可
能
で
あ

る
。

Q
カ
ル
テ
は
基
礎
的
な
分
析
資
料
で
あ
り
、
そ
こ
か

ら
見
え
る
課
題
の
抽
出
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
自
治
振
興
会
の
事
業
計
画
立
案
時
に
利
用
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

 

総
政
部
長　

未
だ
地
域
課
題
そ
の
も
の
を
記
載
し
た

も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
現
在
デ
ー
タ
か
ら
見
え
る

課
題
の
洗
い
出
し
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
た
め
一
部
の

振
興
会
を
除
き
利
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Q
い
つ
頃
ま
で
に
課
題
を
記
し
た
も
の
に
仕
上
げ
る

の
か
。

 

総
政
部
長　

地
域

差
は
あ
る
が
、
来

年
度
中
頃
に
は
公

開
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

A Q

田
中　

喜
克

交
通
結
節
点
、
魅
力
創
出
の
場
に
す
る

貴
生
川
駅
周
辺
整
備
急
ぎ
整
備
推
進
を

Q 

独
法
公
立
甲
賀
病
院
と
市
立
医
療
機
関
、
み
な
く

ち
診
療
所
・
信
楽
中
央
病
院
を
経
営
統
合
で
き
な
い
か
。

 

市
長　

公
立
甲
賀
病
院
は
甲
賀
保
健
医
療
圏
域
の
中

核
病
院
と
し
て
、
市
立
各
医
療
機
関
は
地
域
の
担
う
べ

き
役
割
を
も
っ
て
運
営
し
て
い
る
。
各
医
療
機
関
の
相

互
連
携
を
深
め
運
営
す
る
が
、
統
合
の
必
要
性
、
メ
リ

ッ
ト
が
見
込
ま
れ
れ
ば
、「
市
地
域
医
療
審
議
会
」
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
湖
南
市
、
病
院
と
協
議
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
公
共
施
設
の
統
廃
・
最
適
化
計
画
の
推
進
に
市
内

公
共
交
通
機
関
の
積
極
的
利
活
用
で
推
進
に
弾
み
を
。

 

総
務
部
理
事
・
建
設
部
長　

公
共
施
設
の
最
適
化
は

施
設
の
利
用
・
運
営

状
況
の
ソ
フ
ト
面
、

老
朽
化
や
安
全
性
な

ど
ハ
ー
ド
面
の
両
方

を
評
価
し
た
中
で
、

存
続
、
廃
止
、
機
能

移
転
な
ど
在
り
方
を

検
討
す
る
。
公
共
交

通
機
関
の
利
活
用
も

施
設
の
将
来
負
担
軽

減
の
視
点
か
ら
も
有

用
と
考
え
る
。

A Q

白
坂
萬
里
子

大
変
重
要
で
、
行
政
と
し
て
研
究
す
る

防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
へ

Q
基
盤
的
防
災
情
報
流
通
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
情
報
共
有
に
つ
い
て
、
改
修
・
運
用
を
伺
う
。

Q
基
盤
的
防
災
情
報
流
通
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
な
げ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
業
界
団
体
と
の

情
報
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

Q
全
小
・
中
学
校
の
避
難
所
利
用
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。

 

危
機
統
括
監　

先
進
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
に
あ

た
っ
て
の
仕
組
み
づ
く
り
は
、
国
・
県
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
の
更
新
に
係
る
動
き
な
ど
注
視
し
、
研
究
・
検
討

を
し
て
い
く
。
応
援
協
定
は
１
２
０
団
体
あ
り
、
災
害

時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
、
迅
速
な
復
興
活
動
を
進

め
る
上
で
、
話
し
合
い
の
場

を
検
討
し
て
い
く
。
避
難
所

利
用
計
画
の
策
定
は
重
要
な

こ
と
か
ら
支
援
し
て
い
く
。

Q
コ
ミ
バ
ス
・
コ
ミ
タ
ク
は
、
公
共
交
通
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
利
便
性
の
高
い
・
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
引

き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

 

建
設
部
長　

今
後
、
大
幅
な
見
直
し
を
実
施
す
る
場

合
は
、
地
域
と
連
携
し
、
地
域
の
声
を
聴
く
な
ど
利
用

者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
路
線
改
定
を
進
め
て
い
く
。

A Q

現在作成、公開されている

地域カルテ

公立甲賀病院が甲賀保健医療圏域のさらなる

中心的役割を担うことが・・・



市議会だより　No.62   19  QRコード で質問の
録画が見られます。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選挙区内の議員に対し、寄付を出すように勧誘や要求をすることは禁止されています。

糸
目　

仁
樹

ま
ず
は
情
報
収
集
か
ら
始
め
た
い

自
動
運
転
バ
ス
の
実
証
実
験
を
求
め
る

Q
全
国
的
に
運
転
手

不
足
が
バ
ス
事
業
の
大

き
な
課
題
。
昨
今
バ
ス

の
自
動
運
転
化
技
術
の

進
歩
は
目
覚
ま
し
く
、

開
発
を
牽
引
す
る
群

馬
大
学
に
会
派
で
視
察

し
、
有
効
な
技
術
と
判

断
し
た
。
見
積
り
入
手

済
み
。
自
動
運
転
バ
ス

導
入
を
前
提
に
実
証
実

験
実
施
を
し
て
頂
け
な

い
か
。

 

建
設
部
長　

大
津
市
・
東
近
江
市
な
ど
近
隣
市
で
実

施
実
績
が
あ
り
、
情
報
収
集
か
ら
始
め
た
い
。

Q
リ
ス
ク
の
高
い
国
と
の
交
流
は
考
え
直
す
べ
き
。

現
在
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
と
そ
の
対
策

に
よ
る
経
済
打
撃
か
ら
、
中
国
か
ら
の
観
光
客
誘
致
は

安
全
保
障
上
、
外
交
上
も
リ
ス
ク
が
大
き
い
。
リ
ス
ク

の
小
さ
い
台
湾
と
姉
妹
提
携
を
し
、
交
流
を
深
め
て
い

け
な
い
か
。

 

市
長　

現
時
点
で
新
た
な
国
と
の
姉
妹
提
携
は
考
え

て
い
な
い
が
、
台
湾
と
の
姉
妹
提
携
が
本
市
に
プ
ラ
ス

に
な
る
と
判
断
す
る
時
は
検
討
し
た
い
。

A Q

山
中　

善
治

本
市
の
魅
力
発
信
の
一
つ
と
考
え
る

市
民
農
園
の
活
用
に
つ
い
て

Q
市
民
の
若
い
方
が
、
市
内
に
増
え
て
い
る
不
耕
作

地
を
安
く
利
用
で
き
、
作
り
方
も
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
家
庭
菜
園
と
し
て
活
用
さ
れ
れ
ば
、
今
ま
で
と
違
っ

た
楽
し
さ
、
面
白
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
そ
の
楽
し
さ
が
外
部
の
方
を
呼
ぶ
き
っ
か
け
に
も

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

軽
ト
ラ
ッ
ク
が
な
く
て
も
、
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て

現
地
に
行
き
、
駐
車
場
で
長
靴
に
履
き
替
え
、
作
業
が

終
わ
れ
ば
ス
ニ
ー
カ
ー
で
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き

る
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
ハ
イ
キ
ン
グ
感
覚
の
市
民
農
園
の

活
用
に
対
す
る
所
感
を
問
う
。

 

総
政
部
長　

高
齢
者
を
対
象
に
し
た
、
い
き
い
き
農

園
だ
け
で
な
く
、
若

者
や
多
世
代
の
方
が
、

休
日
に
市
民
農
園
を

楽
し
む
こ
と
は
自
然

環
境
豊
か
な
中
で
、

本
市
の
魅
力
を
発
信

す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル

ス
の
一
つ
と
し
て
有

効
な
施
策
と
考
え
る
。

A Q

山
岡　

光
広

そ
の
必
要
性
も
含
め
検
討
し
て
い
く

公
文
書
の
作
成
・
保
存
・
管
理
の
条
例
を

Q
公
文
書
は
市
民
共
有
の
財
産
と
い
う
視
点
で
、
公

文
書
の
作
成
・
管
理
・
保
存
を
明
記
し
た
条
例
制
定
を
。

 

総
務
部
長　

文
書
取
扱
規
程
を
設
け
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

し
て
い
る
が
、
条
例
の
必
要
性
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

Q
新
年
度
か
ら
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給
食
が
実
施

さ
れ
る
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
有
す
る
児
童
は
。
食
材
・

調
理
・
配
送
・
配
膳
な
ど
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
は
。

 

教
育
部
長　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
食
物
と
児

童
は
、
卵
２
１
３
人
、
乳
90
人
、
小
麦
27
人
、
蕎
麦
62
人
、

甲
殻
類
１
０
６
人
。
現
行
の
手
引
き
を
見
直
し
、マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
中
。
保
護
者
の
交
流
会
は
給
食
開
始
ま
で

に
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
市
営
住
宅
は
５
０
１
戸
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
耐
用

年
数
30
年
以
上
、
「
浴
室
は
あ
る
が
浴
槽
が
な
い
」
住
宅

も
。
こ
れ
で
は
「
良
好
な
居
住
環
境
」
と
言
え
な
い
の
で

は
な
い
か
。

 

建
設
部
長　

必
ず
し
も
良
好
で
あ
る
と
い
い
が
た
い

部
分
も
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
条

件
の
も
と
で
入

居
い
た
だ
い
て

い
る
。
計
画
的

に
設
備
改
修
を

実
施
し
て
い
く
。

A Q

次世代モビリティ社会実装研究センタ―で見た

自動運転バス

「 詳しくは、農業振興課（電話 69 ー 2192）へ」

浴室はあるが浴槽がない住宅
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Q
世
界
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
大
変
で
あ
る
が
、

こ
ん
な
時
こ
そ
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
も
備
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
対
策
と
し
て
家
具
転
倒
防
止
は
有
効
で

あ
り
、
ど
の
よ
う
に
啓
発
し
て
い
る
の
か
。

 

危
機
統
括
監　

転
倒
防
止
対
策
は
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
防
災
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
で
啓
発
し
て
い
る
。

Q
訪
問
介
護
等
の
方
が
、
訪
問
先
で
家
具
転
倒
の
危

険
に
つ
い
て
気
付
い
た
時
の
対
応
は
。

 

健
福
部
長　

本
来
の
業
務
で
は
な
い
が
担
当
の
家
の

様
子
は
知
っ
て
お
り
、
危
険
箇
所
が
あ
れ
ば
地
域
の
方

に
お
声
が
け
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。

Q
大
型
発
電
機
を
市
が
購
入
し
て
備
え
て
お
く
べ
き

だ
と
提
案
し
た
い
。
１
０
０
kw
型
発
電
機
で
あ
れ
ば
避

難
場
所
の
冷
暖
房
に
も
、
電
気
炊
飯
器
を
持
ち
寄
れ
ば
、

お
に
ぎ
り
生
産
基
地
が
作
れ
る
。

 

市
長　

防
災
計
画
に
お

い
て
、
調
理
不
要
の
非

常
食
を
７
万
食
備
蓄
し

て
い
る
。
大
型
発
電
機

が
必
要
と
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
企
業
か
ら
一

時
借
用
で
対
応
を
考
え

る
。

Q
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
市
対
応

は
。

 

市
長　

市
対
策
本
部
を
設
置
し
本
部
会
議
を
踏
ま
え
、

感
染
症
の
予
防
や
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
市
民
の
皆
様
へ

の
注
意
喚
起
や
、
学
校
や
園
で
の
う
が
い
、
手
洗
い
の

徹
底
、
市
内
公
共
施
設
に
消
毒
液
な
ど
を
配
置
し
た
。

内
閣
総
理
大
臣
の
要
請
を
受
け
、
市
内
小
中
学
校
を
臨

時
休
校
。
併
せ
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も
休
所
と
し
た
。

Q
市
内
医
療
機
関
の
対
応
は
。

 

健
福
部
長　

一
般
の
医
療
機
関
を
受
診
し
た
患
者
は
、

問
診
等
で
必
要
性
に
よ
り
受
診
調
整
が
行
わ
れ
る
。

Q
ス
マ
ー
ト
農
業
・
本
市
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

 

産
経
理
事　

畦
畔
の
除
草
作
業
省
力
化
に
向
け
市
内

で
自
動
草
刈
機
や
遠
隔
操
作
草
刈
機
の
実
演
会
を
計

画
。
そ
の
結
果
導
入
支

援
を
検
討
。

Q
柏
木
公
民
館
老
朽
化

で
雨
漏
れ
対
策
は
。

 

教
育
理
事　

年
度
内
応

急
補
修
完
了
す
る
。

Q
建
て
替
え
を
含
め
た

今
後
の
考
え
方
は
。

 

教
育
理
事　

総
合
管
理

計
画
で
検
討
す
る
。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

選挙区内の有権者が威迫あるいは議員を陥れる目的で寄付を求めると処罰されます。

田
中　

新
人

土
山　

定
信

山
中　

修
平

厳
重
な
体
制
で
、
き
め
細
や
か
な
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
は

A Q

国
土
強
靭
化
計
画
を
作
成

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
防
災
対
策
は

A Q

県
の
青
土
ダ
ム
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大

野
洲
川
水
系
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
は

Q
野
洲
川
ダ
ム
・
青
土
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
は
。

 

建
設
部
長　

野
洲
川
ダ

ム
は
農
業
用
水
専
用
ダ
ム

で
、
多
目
的
ダ
ム
の
青
土

ダ
ム
が
洪
水
調
節
を
す

る
。
異
常
豪
雨
時
は
、
流

入
量
の
一
部
を
貯
留
し
、

下
流
の
氾
濫
を
防
止
す
る

が
、
想
定
以
上
の
豪
雨
に

は
、
下
流
市
町
や
住
民
に

事
前
通
報
の
上
、
緊
急
放

流（
流
入
量
と
同
量
を
流

す
）も
あ
り
う
る
。

Q
杣
川
の
河
川
改
修
を
県
に
強
く
働
き
か
け
を
。

 

市
長　

杣
川
は
10
年
に
一
回
の
豪
雨
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
改
修
さ
れ
て
い
る
が
、
下
流
の
野
洲
川
が
未
整

備
の
た
め
、
新
た
な
改
修
が
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
の

で
、
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。

Q
（
仮
称
）
水
口
北
内
貴
線
の
整
備
促
進
を
。

 

建
設
部
長　

令
和
２
年
度
か
ら
の
事
業
化
の
予
算
審

議
を
お
願
い
し
て
い
る
。
２
０
２
２
年
ま
で
に
事
業
着

手
を
目
標
に
、
ま
ず
は
南
林
口
か
ら
北
内
貴
地
先
ま
で

を
結
ぶ
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
草
津
伊
賀
線
ま
で
の
延
伸
も

検
討
す
る
。

A Q

おにぎりが計算上 30 分で

2400 個作れる大型発電機

築 45 年の柏木公民館

洪水調節機能が期待される青土ダム
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ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

議員が選挙区内にあるもの対して寄付をすることは、いかなる名義でも禁止されています。

一般質問

橋
本　

律
子

里
見　
　

淳

防
災
関
係
者
間
で
要
支
援
者
の
共
有
化

災
害
緊
急
連
絡
時
の
要
配
慮
の
課
題
は

Q
市
の
緊
急
連
絡
体
制
の
整
備
等
現
状
と
課
題
は
。

 

危
機
統
括
監　

昨
年
の
台
風
15
、
19
号
の
大
規
模
停

電
に
よ
る
携
帯
電
話
が
不
通
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
、

外
国
籍
の
方
へ
の
母
語
支
援
が
課
題
で
あ
っ
た
。
取
り

残
し
の
な
い
情
報
の
共
有
化
に
努
め
る
。

Q
要
配
慮
者
の
把
握
は
、
個
人
情
報
保
護
の
適
正
活

用
が
必
要
と
な
る
が
。

 

健
福
部
長　

平
成
25
年
に
高
齢
者
の
障
害
者
な
ど
約

８
２
０
０
人
登
録
・
更
新
し
、
危
機
管
理
課
・
福
祉
医

療
政
策
課
で
活
用
。
今
後
は
災
害
時
要
支
援
避
難
支
援

計
画
の
作
成
に
市
内
全
域
で
一
層
取
り
組
む
。

Q
自
主
防
災
活
動
へ
の
市
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る
。

継
続
可
能
な
活
動
支
援
の
シ
ス
テ
ム
化
は
ど
う
か
。

 

危
機
統
括
監　

自
主
防
災
組
織
は
区
・
自
治
会
の
約

83
％
が
実
践
い
た
だ
い
て
い
る
。
防
災
意
識
啓
発
の
た

め
の
出
前
講
座
で
も
協
力
体
制
に
あ
る
。
防
災
講
演
等

自
主
防
災
組
織
の
た
め
の
資
機
材
等
に
積
極
的
に
支
援

し
、
連
携
強
化
を
図
る
。

Q
防
災
士
の
育
成
と
組
織
の

役
割
明
確
化
を
。

 

危
機
統
括
監　

地
域
防
災
に

参
画
い
た
だ
い
て
い
る
防
災
士

を
増
や
し
、
市
と
し
て
つ
な
ぎ

役
を
果
た
し
調
整
を
図
る
。

A Q

観
光
事
業
を
拡
充
し
地
域
に
貢
献
す
る

ス
カ
ー
レ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｋ
Ｒ
の
今
後
は

Q
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
整
備
に
つ
い
て
。

 

教
育
部
長　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
。
ま

ず
は
現
場
の
声
を
聞
き
、
既
に
導
入
し
て
い
る
県
内
市

町
を
参
考
に
、
教
員
に
対
し
て
過
剰
な
負
担
が
発
生
し

な
い
よ
う
段
階
的
に
導
入
し
て
い
く
。
業
務
改
善
が
進

み
、
子
ど
も
と
接
す
る
時
間
が
増
え
る
効
果
が
期
待
で

き
る
。
ま
た
、
国
が
進
め
る
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
に
向
け
、
ま
ず
は
教
員
１
人
１
台
と
な
る
よ
う
整
備

し
、
順
次
生
徒
１
人
１
台
と
な
る
よ
う
整
備
す
る
。
さ

ら
に
教
員
の
指
導
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
支
援
員
を

配
置
す
る
。

Q
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
と
Ｓ
Ｋ
Ｒ
の
今
後
に
つ
い
て
。

 
副
市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
状
況
に
よ
り
臨

機
応
変
な
対
応
に
な
る
が
、
番
組
放
送
終
了
後
に
旧
信

楽
伝
統
産
業
会
館
を
活
用
し
た
続
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
展
を

行
い
、
甲
賀
市
観

光
の
玄
関
口
と
し

て
、
観
光
協
会
と

連
携
を
と
っ
て
観

光
事
業
に
も
力
を

注
ぐ
こ
と
に
よ

り
、
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
い

く
。 A Q

田
中　

將
之

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
目
標
定
め
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

政
策
に
反
映
さ
せ
よ
う

A Q

リサラーソンのラッピング列車

市民による活発な防災訓練

Q
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

は
17
の
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

設
定
し
、
こ
れ
ら
を
達
成
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な
世

界
を
実
現
し
、
「
誰
一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
」
こ
と

を
目
指
す
。
だ
が
国
民
へ
の
認
知
度
は
朝
日
新
聞
調
査

で
27
％
、
内
閣
府
の
調
べ
で
は
「
推
進
し
て
い
る
」
自
治

体
は
13
・
４
％
と
低
い
。
自
治
体
の
事
務
全
て
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
Ｓ

に
関
わ
る
こ
と
だ
が
、
自
治
体
、
職
員
が
そ
の
認

識
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

市
に
は
総
合
計
画
を
な
ど
の
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

の
目
標
と
関
連
付
け
し
て

は
ど
う
か
。
ま
た
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
職
員
の
名

刺
や
窓
口
サ
イ
ン
に
自
分
が
担
当
し
て
い
る
事
業
に
関

係
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

の
ア
イ
コ
ン
を
プ
リ
ン
ト
し
て
は
ど

う
か
。

 

総
政
部
長　

第
２
次
甲
賀

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
対
応
す

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

の
目
標
を
定

め
る
予
定
。
ア
イ
コ
ン
も

併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。
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小
西
喜
代
次

竹
若　

茂
國

橋
本　

恒
典

９
月
議
会
で
条
例
改
正
提
案
の
予
定

市
営
住
宅
入
居
条
件
の
保
証
人
削
除
を

Q
12
月
議
会
で
市
営
住
宅
の
入
居
条
件
か
ら
保
証
人

規
定
を
削
除
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
が
、
改
正
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

 

建
設
部
長　

９
月
議
会
で
保
証
人
制
度
を
削
除
す
る

方
向
で
検
討
し
て
い
る
。

Q
水
道
は
広
域
化
・
民
営
化
で
な
く
公
営
事
業
と
し

て
維
持
管
理
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

上
下
水
道
部
長　

民
営
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
広
域
化
は
広
域
連
携
を
検
討
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

Q
税
・
料
金
の
滞
納
で
、

分
納
誓
約
後
は
延
滞
金

の
加
算
は
や
め
、
生
活

再
建
に
向
け
た
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

 

総
務
部
理
事　

申
請

が
あ
れ
ば
対
応
し
て
い

る
。

Q
信
楽
町
の
勅
旨
西
恩

寺
橋
の
早
期
拡
幅
を
求

め
る
。

 

建
設
部
長　

西
恩
寺
橋

の
詳
細
な
着
工
時
期
は

現
段
階
で
は
未
定
。

A Q

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
必
要

子
ど
も
の
権
利
と
養
育
費
受
給
支
援
は

Q
ひ
と
り
親
家
庭
の
養
育
費
の
受
給
状
況
は
。

 

こ
政
部
長　

約
22
％
の
低
い
状
況
と
認
識
し
て
い
る
。

Q
Ｒ
２
年
度
の
新
制
度
「
養
育
費
等
支
援
事
業
」
と
は
。

 

こ
政
部
長　

離
婚
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
は
、
経
済
的

に
厳
し
い
世
帯
が
多
い
の
で
、
養
育
費
取
得
の
た
め
の

法
律
相
談
、
離
婚
公
正
証
書
等
の
作
成
費
用
、
保
証
会

社
が
払
う
保
証
料
の
助
成
を
行
う
。

Q
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
新
制
度
で
大
変
あ
り
が
た

い
。
し
か
し
家
計
の
厳
し
い
ひ
と
り
親
家
庭
は
、
パ
ー

ト
で
ダ
ブ
ル
、
ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
で
も
苦
し
い
た
め
、

手
続
き
に
何
日
も
休
め
な
い
。
養
育
費
の
立
替
え
が
必

要
で
あ
る
。
他
市
で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

 
こ
政
部
長　

明
石
市
は
実
施
し
て
お
り
、
先
進
地
事

例
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

Q
子
ど
も
は
、
親
が
離
婚
し
て
も
親
に
代
り
は
な
い
。

自
由
に
交
流
で
き
る
こ
と
が

子
ど
も
の
成
長
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
と

思
う
が
。

 

こ
政
部
長　

子
と
親
の
交
流

は
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
育

ち
に
大
変
有
意
義
で
あ
る
。

養
育
費
を
支
払
う
意
欲
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

A Q

再
編
協
議
会
で
し
っ
か
り
議
論
を
行
う

幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計
画
の
進
捗
は

Q
幼
保
・
小
中
学
校
再
編
計
画
（
基
本
計
画
）
の
基
本

的
な
考
え
方
は
。

 

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
に
よ
り
良
い
保
育
・
教
育
環

境
の
提
供
を
最
優
先
に
園
・
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
際
の
指
針
と
し
て
示
し
た
も
の
で
、
再

編
検
討
協
議
会
で
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
と
し
っ
か
り

と
議
論
を
重
ね
ご
理
解
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
る
。

Q
再
編
検
討
協
議
会
の
報
告
を
受
け
た
今
後
の
市
の

取
り
組
み
は
。

 

教
育
長　

報
告
は
重
く
受
け
止
め
、
子
ど
も
た
ち
の

確
か
な
育
ち
に
必
要
な
施
策
と
し
て
教
育
委
員
会
で
十

分
に
議
論
を
重
ね
対
応
策
を
取
り
ま
と
め
た
い
。

Q
日
本
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
の
考
え
は
。

 

市
長　

信
楽
焼

と
忍
者
の
二
つ
の

日
本
遺
産
を
核
と

し
て
、
観
光
の
産

業
化
を
図
り
交
流

人
口
を
増
加
さ
せ

る
こ
と
で
地
域
経

済
の
活
性
化
な

ど
、
本
市
発
展
の

原
動
力
に
し
て
い

き
た
い
。

A Q

議員は選挙区内の運動会やスポーツ大会への差し入れが禁止されています。

一般質問
ここに掲載する原稿は、質問者の責任において提出されたものです。

信楽町勅旨の西恩寺橋

日本遺産構成文化財の「甲賀忍術博物館建物群」

（写真は「旧岡田家」）
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一
般
質
問

小
西
喜
代
次
議
員
・
立
入
善
治
議
員

か
ら
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
役

割
や
中
期
計
画
の
現
段
階
の
評
価
、
無

料
低
額
診
療
事
業
へ
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
一
般
質
問
が
あ
り
、「
地
域

医
療
支
援
病
院
の
認
定
を
受
け
な
が

ら
、
小
児
科
医
３
名
体
制
の
維
持
を
は

じ
め
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
を
計
画
に

応
じ
て
行
う
。
無
料
低
額
診
療
事
業
は

２
市
で
検
討
の
結
果
、
取
り
組
む
状
況

に
は
な
い
。」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

組合議会報告

甲
賀
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

長寿命化の工事が計画されている焼却施設

令
和
２
年
第
１
回
定
例
会
が
３

月
26
日
に
開
か
れ
、
「
地
方
独
立
行

政
法
人
」
化
後
、
２
年
目
を
迎
え
る

予
算
・
計
画
変
更
等
４
議
案
が
上

程
、
慎
重
審
査
の
上
、
全
議
案
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
第
１
回
甲
賀
広
域
行

政
組
合
議
会
定
例
会
議
が
３
月
26

日
に
開
か
れ
、
提
出
さ
れ
た
７
議
案

が
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
独
立
行
政
法
人
公
立
甲
賀
病
院
定

款
の
変
更

国
保
診
療
施
設
と
し
て
交
付
金
を
受

け
る
た
め
の
条
件
整
備
。

地
方
独
立
行
政
法
人
公
立
甲
賀
病
院
中

期
計
画
の
一
部
変
更
の
認
可

数
値
の
転
記
誤
り
等
の
訂
正
。

平
成
31
年
度
公
立
甲
賀
病
院
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

整
備
し
た
人
工
呼
吸
器
等
の
医
療
機

器
が
予
算
よ
り
も
約
１
６
０
０
万
円
安

価
で
入
手
で
き
た
た
め
、
差
額
を
減
額
。

令
和
２
年
度
公
立
甲
賀
病
院
組
合
一
般

会
計
予
算

病
院
運
営
の
た
め
の
甲
賀
・
湖
南
２

市
か
ら
の
負
担
金
約
７
億
９
０
０
万
円

や
職
員
共
済
費
、
医
療
機
器
整
備
の
た

め
の
地
方
債
な
ど
の
歳
入
歳
出
予
算
。

予
算
総
額
は
約
18
億
４
４
０
０
万
円
。

４
議
案
と
も
に
、
質
疑
の
後
、
全
員
賛

成
に
て
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
歳

入
歳
出
総
額
35
億
８
３
１
１
万
８
千
円

で
、
対
前
年
度
７
７
６
８
万
円
の
減
。

こ
の
う
ち
全
体
の
約
３
割
を
占
め
る
衛

生
費
は
対
前
年
度
比
４
７
６
７
万
４
千

円
減
で
、
市
指
定
ゴ
ミ
袋
の
製
造
・
流

通
・
販
売
に
係
る
経
費
、
し
尿
・
ゴ
ミ

処
理
に
要
す
る
費
用
な
ど
５
億
８
３
９

９
万
３
千
円
、
施
設
の
維
持
補
修
１
億

７
４
７
６
万
７
千
円
を
計
上
。
５
割
強

を
占
め
る
消
防
費
は
、
対
前
年
度
比
７

７
３
万
８
千
円
増
で
、
救
助
工
作
車
の

更
新（
１
億
３
千
万
円
）
や
非
常
用
電
源

の
更
新
工
事（
１
５
９
５
万
円
）
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

条
例
制
定
２
件
は
、
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う

も
の
。
但
し
現
在
そ
の
対
象
者
は
い
ま

せ
ん
。

ま
た
老
朽
化
し
た
焼
却
施
設
の
延
命

化
を
図
る
た
め
の
衛
生
セ
ン
タ
ー
第
二

施
設
基
幹
的
設
備
改
良
工
事
請
負
契
約

の
締
結
は
、
44
億
１
１
０
０
万
円
で
三

井
Ｅ
＆
Ｓ
環
境
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
千
葉
県
）
と
随
意
契
約
を
結
ぶ
も
の

で
、「
な
ぜ
随
契
な
の
か
、
適
正
な
価

格
か
ど
う
か
」
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

工
事
は
令
和
５
年
完
了
を
め
ざ
す
も
の

で
、
財
源
は
国
の
循
環
型
社
会
形
成
推

進
交
付
金
と
地
方
債
で
対
応
し
ま
す
。

こ
の
他
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
、
条

例
改
正
２
件
を
可
決
。

こ
の
後
、
山
岡
光
広
議
員
が「
救
急

隊
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
等
感
染
症
対

策
」「
沖
縄
の
首
里
城
消
失
の
教
訓
を
生

か
し
重
要
文
化
財
の
防
火
対
策
」「
１
１

９
番
通
報
多
言
語
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い

て
、
赤
祖
父
裕
美
議
員
が「
消
防
力
整

備
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

予算化され更新予定の放射線治療システム



市民の

みなさんに市議会

議員をみぢかに感じて

いただきたいとのおもい

から、議席番号順に全議

員をクローズアップ

していきます。

▼NHK朝の連ドラ「スカーレット」の放

映が終わりました。皆さんのご感想は

いかがでしたか?日常の温かい人のつ

ながりが丁寧に描かれていて「いつも

と変わらない１日は、特別な１日」、最

終回の「ぎゅう～」には共感しました。

大成功に終えたことは、甲賀市にとっ

て大きな財産となりました。関わって

くださった皆様、ご苦労様でした、あり

がとうございました。 ▼新型コロナウ

イルスの感染拡大による色々な影響

が出ています。市民の皆さんにおい

ては感染拡大防止にご理解ご協力あ

りがとうございます。 ▼今回の議会だ

よりは、本会議と委員会の記事をダブ

らないよう内容をピックアップして編

集しました。 ▼議会だよりが、より市民

の皆様に親しまれ、よりわかりやすい

記事になるよう心がけていきます。

（広報特別副委員長　里見　淳）

　暖かい日差しが心

地よく、ピッカピカの

靴とランドセルが微

笑ましかった。主役は

今般の先行きの不安

を感じているのか緊

張した面持ちだったが、ご家族がこの春の

日差しのように暖かく見守っておられて、

シャッターを切っても良さそうなので撮っ

た一枚。甲南町杉谷川の桜は住民の方々が

1 人 1 本づつ植えられ、こんなに綺麗で立

派に育てられました。この桜のように大切

に大きく育み、花開いて欲しいですね。

編集後記

（写真撮影：里見　 淳委員）

市議会議員紹介

vol.8

あなたとつなぐ

山　中　善　治 水口町在住

橋　本　恒　典 甲賀町在住

　　やま　　　なか　　よし　　はる

  はし　　もと　　ひさ　　のり

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？

自営業でお世話になり、少しでもお返しができればと。

それぞれの立場で一生懸命に頑張っておられる市民の姿。

どれだけ地域貢献できているかとの自問。

できる限り行動を共にし理解すること。

甲賀市北の玄関口、営農組合も含め、頑張っている八田区。

市民参画による協働のまちづくりを進め、みんなでつくるふるさと甲賀の実現。

甲賀市には素晴らしい地域資源が多くあることと、市民の力を改めて感じた。

市や市議会の情報を伝え、市民の要望をどうしたら実現できるか考えること。

幅広い年代の皆さんと交流を深めるとともに、市民活動などに可能な限り参加。

鈴鹿の山々を源流とする野洲川の清流。南鈴鹿の山並み。満開の桜の下の草津線。

Q 議員を志したきっかけは？

Q 議員になって感じたことは？

Q 議員活動する中で特に意識しているところは？

Q 市民とのコミュニケーションで気をつけていることは？

Q あなたにとって、市のおすすめスポットは？
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６月議会の予定
6月5日 9時30分～

本会議（第1日）議案上程・提案理由説明

6月15日 9時30分～

本会議（第2日）議案審議

6月16日 9時30分～

本会議（第3日）一般質問

6月17日 9時30分～

本会議（第4日）一般質問

6月18日 9時30分～

本会議（第5日）一般質問

6月19日 9時30分～

本会議（第6日）一般質問

6月22・23・24・25日

 　９時30分～

委員会

6月26日

委員会予備日

6月30日 9時30分～

本会議（第7日）最終日

6 月

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

本会議も 9 時 30 分からの

開始になりました。




